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次号予告

暴力被害を受けた妊婦と子どもを守る
─助産師は今，何ができるか キタ幸子

DV被害を受けた母子と支援の実際 西山さつき

DV加害者を知ることで母子を守る山口のり子
産婦人科病院でのDV被害妊婦への支援 幸崎若菜

性暴力被害者と必要な支援 山本 潤

産婦人科病院での性暴力被害者への取り組みの実際 田口奈緒

110 年ぶりの刑法改正と残された課題 打越さく良

助産テラス

点字版母子健康手帳の交付を目指して

TOPICS

国際助産師の日，ご存知ですか？ 日本看護協会

連載
続・いのちをつなぐひとたち［3］森田圭子さん
宝物，教えてください［28］坂本すが
ワタナベダイチが行く! 全国・両親学級レポート［5］渡辺大地
未来の助産師を育てています わたしたちの教育現場［37］
茨木県立医療大学

りれー随筆［400］藤井 光

特集

暴力被害から女性を救う
助産師が担う大きな役割
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編集後記
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★奇偶数変更で 12Q 移動★

今 月の特集では，産科混合病棟を取り上げ
ました。安心安全な出産環境の確保にとっ

ての大きな課題ですが，助産師としてどう向き
合っていけばいいのか，そのヒントを見出してい
ただければ幸いです。／本号をもちまして，小
誌の担当を離れることとなりました。分娩を少
しでもよい体験にしてあげたい，母と児へ少し
でもよいケアを届けたいという助産師さんたち
の思いをあらゆる場面で感じた2 年間でした。
たいへんお世話になりました。ご指導くださった
皆様にお礼を申し上げます。今後とも小誌をよ
ろしくお願いいたします。 (金澤)

｢B OOKS」や「TOPICS」のページで紹介し
ましたが，小社から 2 冊の新刊が発行さ

れました。『アセスメント力を磨く─助産師のた
めのフィジカルイグザミネーション 第 2 版』
『ほんとうに確かなことから考える妊娠・出産の
話─コクランレビューからひもとく』は，どちら
もかつて小誌で連載していた内容をまとめたも
のです。少しでもよいケアを，と願う助産師さ
んたちの気持ちにフィットすると思いますので，
ぜひお手元にどうぞ。 (竹内)
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